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1　 会扱名

平成 19 年度第 １回北九州市文化財保護審議会

２　 聞催日時

平成 19 年 11 月 ５ 日（月）　 13 : 3 0 ～ 17 : 0 0

3　 開催場所

小倉北区役所庁舎　 711 会議室

４　 出席行

（委員）

山中英彦会長、 豊川裕子剛会長、 田辺むつみ委員、 田中良之委員、 清水憲－委

員、 門司宜里委員、 富本雅明委員、 錦織亮介委員、 石川昭子委員、藤井厚志委

ｚ ･　　　　 ｎ　 訃 10 名
Ｗ　　　　

（事務局）

陣野博文化財諜畏　　 他 ８ 名

５　 験題 ・陪事の概要

【膿題1

・平成 19 年度北九州市指定文化財候補物件 （黒崎城跡出土 「メ ダイ」） について

（事務局晩明）

・ 旧古河鉱業若松ビル　　　　
’　　　　　　　　

について （事務岫脱明）

【内容】

. r メ ダイ 』 についての報告を行った。 市の指定物件侯補と して、 今後検討して

い く こ と とな っ た。

・ 「旧古河鉱業若松ピル」 の文化財と しての価位について忿見を求めた。
ｆ　　　

【報告事項】

①　 世界文化遺産に向けた動きについて

②　 折尾駅舎の保存に向けた検む状況について

③　 小貪城大門遺跡の遺構展示施設について

④　 蒲生石棺群の発掘関査の報告

⑤　 花尾城の史跡指定の要望書の受理について

⑥　 小倉造兵廠地下施設の発見について

【現地視察】

・大門遣跡展示施設

・旧古河鉉業若松ピル

間い合わせ先　 敬育委員会生涯学習部文化財牒
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山中会長

＜報告事項＞

(6 伴)

山中会長

宮本委員

文化財課畏

山中会長

っています｡内容等で専門的な立場でご忿見あ りま し
た ら出していただいて ､それを反映 しながら進めたい

と思ってお り ます．

登録文化財の申請以前に審議会に出していただいた

こ とに感謝いた します. これからもそのよ うにお願い

します．

今日の議題は２つなんですが､委員の皆様にお願い し

たいのですが、 19 年度の指定物件の候補が先ほどの
｢メ ダィ J 1 件です． 何か他ありま したら、 事務局の

ほうに連絡をお願い します。

では､ 統いて報告物件についてです。一括して事務局

にお願い します。

・世界文化遺産に向けた動きについて
・折尾駅舎の保存に向けた検討状況について
・小倉城大門遺跡の遺構展示施設について
・蒲生石棺群の発掘詞査の報告
・花尾城の史跡指定の要望書の受理について
・ 小倉造兵廠地下施設の発見について

(事務局よ り説明)

何かご意見やご質問がありますで しようか

Ｊ Ｒ折尾駅舎の保存の件ですが､珪物の調査を Ｊ Ｒ九

州のほうでやっている とい うこ とですが､珪物の価位

や評価はどこでやっているのか. 歴史珪造物のほうで
やるんですか。 Ｊ Ｒが肩査して評価するんですか？所

有者が…、 それもおかしい話なので確認したい.

｢お りお未来 21 協議会｣ の専門部会の中で、 九州共

立大の尾道先生が現地に入られた り、部会の中で学術

的な価泣とい うのをま とめて報告 していただける と

思っています。 Ｊ Ｒ については修繕の変遷や昔の状

況､物理的な調査の結果を 10 月宋に出していただ く 。

それをふまえて､報告を受けて部会のほうで どのよ う

な形で敢 り組んでい く か協臨される と思ってお りま

す。

そのほかあ りませんか ？

要望書が折尾駅舎と花尾城が出ているとい う こ と ､小

倉城の大門については今日見学に参ります. 蒲生の石
棺群については、大変すぱら しい遣跡で、報告にあり

ま したよ うに､場所を移 して復元をするとい う こ とで

す。出てる品物もすぱら しいものですので､ やがては

報告書がでて､考古資料と してこの審議会にも出され
るのではないかと思います． 重要な ものが出ていま
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＜お知 らせ＞

田辺委員

情水委員

田辺委負

文化財係長

田辺委負

す。 報告あ りがと うございま した。

・産業考古学会についてのお知らせ （清水委員）

・現地視察の説明 （事務局）

資料の中の 「ねじ りまんぽ」 ってなんですか？

れんがで、 ね じっているものです．

北部九州に しｶ磯 っていない構造です．

れんがの構造ですか。

れんがのアーチがありますよね､こ こは鉄道でつかわ

れています。 普通、アーチはれんがを横に積んでいき

ますが、れんがを平行ではな く 、 ななめに します。 全

国で約 30 く らいあり、有名なのはイ ンク ライ ンとい

う南禅寺の境内にある琵琶湖疏水のもので、 この １

例だけが国の文化財になっています．九州では、ここ
と 日田彦山線のけやき坂 トンネルの ２ 例だけにな り
ます． 折尾の 「ね じ りまんぽ」 はいわゆる 「ね じ りま

んぽ」 の終わりの時代のものです． 主に明治の中ごろ

から大正にかけてつく られたのですが、折尾の 「ねじ

りまんぽ」 は最後の段階です。規模的にみると全国的

に最大級の規棋はあります．
酉鉄の電車が走ぅ ていま した。

あ りがと う ございま した。



（

１

平成 １ ９年度第 １回北九州市文{Ｕ ｵ保護審議会

と　 き ：平成 19 年１ １月５日（月） 13 : 30～17 : 00

と ころ ：小倉北区役所庁舎 ７階 711 会議室

議題

○ 平成 19 年度北九州市指定文化財候補物件について

・　 黒崎城跡出土 「メダイ」

○　 旧古河鉱業若松ピルの登録有形文化財の登録中請について

２　 報告事項

（１） 世界文化遺産に向けた動きについて

（２） 折尾駅舎の保存に向けた検討状況について

（３） 小倉城大門遣跡の遺構展示施設について

（４） 蒲生石棺群の発掘肩査の報告

（５） 花尾城の史跡指定の要望婁の受理について

（６） 小倉造兵廠地下施設の発見について

※その他配布資料

・ 18 年度の文化財指定状況

３　 その他

次回閲催日程について

○ 現地視察

・　 小倉城大門跡展示施殷

・　 旧古河鉱業若松ビル

-

資料 １

資料２

資料３

資料４

資料５

資料６

資料７

資料８



厠 河
文化財保護審議会資料

Ｊ Ｒ折尾駅舎の保存に向けた検討状況

１． 折尾地区総合整備事業

Ｊ Ｒ折尾駅は、 本市の西郎地区 ・学回研究都市の玄関ロに位霖している。 廊児島本線

と筑豊本線が交叉し、 市街地が複雑に分断され、 幹雄道路の樋能が不足、 家屋の密集等

によ り防災や市街地環墳の面で多く の課題を抱えているこ とから、 鉄這の高架、 這路の

整偉、 良好な市街地の形成を一体的に行う ものである。

Ｊ Ｒ折尾駅を中心に 1 6 . ９ ｈ ８ を土地区面整理事業と して実施し、 平鹿 １ ８年８ 月

に藩手し、 同３ ５年の完成予定となっている。

２． Ｊ Ｒ折尾駅の解休 ・保存について

折尾地区総合整偉事案において、 鉄這の高架化によ り折尾駅會の取 り壊 しの方針とな

つており、 地元では９ ０ 年以上にわた り街の餓となってきた駅舎と して、 建物の保存の

要盟がな されていた．

折尾駅含の保存毎については、 地元住民等で組織する 「おりお未来２ １協詰会」 に設

置された ４つの耶門部会で、住民や専門家による検討結果をふまえて意見の集約を行い、

協議会に提案するこ と と なっている．

具体的には、 『折尾駅舎』 の保存 ・活用や 「ね じ りまんぽ」 その他歴史的建造物は、「歴

史建造物部会 （部会長一尾道健ニ　 九州共立大学教授）』 において検討するこ と となって

おり、 平成２ ０年３月までに部会と しての最終提案が出される．

その後、 各専門郎会の意見を取りまとめて、 平成 ２ ０年６ 月頃に、 協鑑会で 「折尾地

区まちづ く り ビジ ョ ン」 と して決定し、 公表する予定となっている． 折尾駅舎について

は、 協議会の意見を蹄まえて事業の主体となる北九州市やＪ Ｒ九州が方針を決定する．

３ ． 『歴史瓊造物部会』 の検討状況

『歴史建造物部会』 は、本年５月に協繍会に股皿された部会の一つで、 ３名の専門家、

６名の地元代表によ り檎成され、 郎会畏に尾逗健ニ九州共立大学教授を選出し、 ６月か

ら具体的な検討がはじま り、 現在まで ３度関催 （部会は４回） されている．

①第１回 （５月２ １日） 部会長の選出、 検討事項の確誌など
②第２回 （６ 月２ ９ 曰）　 折尾地区総合整備事業の概要脱明、 今後の進め方

③第３図 （８月２ ７ 日）　 スケジュールの説明、 駅舎の変遭などの紹介、 全国の駅舎

保存活用事例の紹介

④第４回 （ Ｉ Ｏ月９日） 駅舎の保存活用方法 （内容、課題など）、全固の駅舎等の活
用事例の紹介

現在、 月 １回のペースで部会が関催されており、 今後の検肘テーマは次のとおり．

・現駅舎の朗査を Ｊ Ｒ 九州が行つてお り、 その結果を踏まえての駅舎のａ 彊．

・駅舎の保存活用方策．

・保存後の駅舎の維持管理等のコス トやその方策．

・ね じ りまんぽ等の歴史的建造物の保存活用

４ 。 折尾駅會に関する勣き

（ １ ） 折尾駅會建物謀査

・調査期間　 平成 １ ９年 ６ 月～ １ ０ 月

・餌畳突施　 Ｊ Ｒ九州施設部股備課 （建築担当）

・臍畳内容　 実測調査、 構造調査、 図面作成、 構造模型作成

（２ ） 九州座彙考古学会からの要望書

ニ 芦へしづ

ほか

九州産業考古学会 （会長＝木下富夫　 九州産業大学教授） は、 ｒ Ｊ Ｒ折尾駅舎保存要

望書」 を市に提出し、 駅舎を合む景観の保存を要望 した。

つ
心
し
心へ″”
り

包
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【Ｊ Ｒ折尾駅について】

■　 折尾駅の歴史

折尾駅は、 明治２ ４年 （ 1 8 9 1 〉 に闘通 した九州鉄道会社 （鹿禿鳥本紋） と筑豊興業

会社 （筑登本絃） が交差する場所に建股された． 九州の鉄遊は、 明治２ ２年 （１ ８ ８ ９）

に博多～千歳川 （久留米市） 間で初めて開通し、 その後、 明洽２ ４年 く1 8 9 1 ） に門町

駅 （現門司港） まで延長された．

一方、 筑豊興業は、 筑豊の石炭輸送を目的に、 明治２ ４年 （ 1 8 9 1 ） に、 若松～置方

間が開通 し、 両鉄道が上下に交蓬する構透で営業を開始した．

折尾駅は、 開業111初は、 駅會はそれぞれの会社ごとに建設されたため、 ２箇所あった

が、 旅客輪送の利便を図るため、 明治２ ８年 （ １ ８ ９ ５ ） に現在の場所に停車場を合接さ

せ、 日本で最初の立体交差をもつ駅と して建設された．

明治３ ０年 （ 1 8 9 7 ） に九州鉄遭と筑豊興衆は合併し九州鉄遭㈱折尾駅とな り、 明治

４ ０年 （１ ９ ０ ７ ） に九州の鉄這は国有化された． 大正３年 （ 1 9 1 3 ） に九州電気軌遭

（現西日本鉄遭） が、 折尾 ・黒崎間に電車の営業を開始し、 折尾駅の旅客が増加し、 駅會

が狭趨となったこ とから、 大正５年 （ 1 9 1 5 ） に駅會を建設したと考えられている．

Ｉ　 駅會の特微

折尾駅は、 寄棟屋根と屋根窓のついた中央棟と翼部から構成され、 正面右側は違絡通路

のため２階娃てになっている． 現在の姿は、 昭和６ １年に外璧等の大改修後のもので、 建

物の外形はそのままにアメ リカの植民地時代を思わせるコ ロニアル様式になっている．

燧設当時の写真は残つていないが、 昭和 ９年に撮彫された写真 （建設当時の姿） では、

木材を露出させ、 紅向きの練を強朋するものとなっていた． また、 屋根窟の車輪の装飾も

な く 、 その後の改修で取り付けられた．

内郎のレイアウ トは、 当初と大き く 変化しており、 当時の姿を彷彿するこ とはできない

が、 コ ンコースにある２本の円柱とそれにつながるペンチは、 駅舎の歴史を伝える魅力の
ポイ ン トとなっている．
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折尾地区総合整備事業概要

折尾地区の現況

北九州市西部に位置する祈尾地区は、隣接する還翼・中聞地域を含めた行政の中心地及び
敦育の街と して発展してきたが、折尾駅周辺では、鉄遥が市街地を９ 断し、 交遇浪滞の原因
になつており、 また、道路なとの基盤整偏を咀客し、密災住宅地区の改善や土地利用の高度

化を困難にしている状況にある．

２　 亭業の６ 嬰性

鉄遭による地域分断の解消、交通の円滑化及び交通結節槙能の強化及び駅同側の住環嘴の
改芭を図り、質の高い都市空関を形成し、学園都市の魅力ある玄関口及び隣接する遍貿 ・中
関地域を含めた地域中６ 核と して再構築するため、遠続立体交蓬事業、街路事業及び区習整

理蓼業の３事業を一体的に実施する、 折尾地区総合整備事業を計画した．

３　 事業の概要 （全体事業賢 ：約 ８３０ 億円、 期閲 ：平成 １６ 年度～平成 ３４ 年度）

●達続立体交差事雛

ロ事業期聞　 ：平屁 16 年度～平成 3 1 年度予定

口事業砥長　 : L ＝４.５Ｋｊ･ｎ （ＪＲ 筑豊本線 ＝２.4 1くｍ　 ＪＲ 鹿児島本緑 ＝２ １Ｋｍ）

□事業費　　 ：約 ３５０ 億円 （内約 ３５ 儒円はＪＲ 九州負坦）

□事業認可　 ：平成 １７ 年 ３ 月　 全区域の事築認可を取得

口現在の状況 ：西折尾地区の ト ンネル区問を工事中であり、 現汪、 掘削 （開削） を終え、

ト ンネルの築造エ事を行つている．

Ｉ 幹綜道路、 補助幹線遜路の整偏

口事業期閲 ：平成 １６ 年度～平成２６ 年震予定 （事業認可区閲）

口事業延長 ：幹紋道路 L＝約 Ｚ ３Ｋｍ　 北ロ駅前広噫 Ａ＝約 ｔ Ｏｈａ

禍助幹線通路 L＝約 ２ご７Ｋｍ、 歩行嗇専用遭路 L＝約０.３Ｋｍ

関運側遊 L＝釣 1 .９Ｋｍ、 取付遭路 L＝約０.９Ｋｍ

ロ事業賢　 ：約 ２８０ 億円

口事業認可 ：平成 １７ 年 ２ 月　 日吉台光明線 （北□駅前Ｓ場含む） 、 乙丸折尾雄、

折尾中間總及び折尾商北線の一部区閲の事業認可を取得

：平或 １７ 年 １２ 月　 日吉台光明線の一部ｇ 関｛折尾爾這工区｝の事業昭可を取痔

口現在の状況 ：北○駅飼!Zi場を中心に、 用地買収及び家反移転補償を行つている．

●土地区酉堅理事業

口事 業 主 体 ：北九州市
口事業 期 間 ：平或 18 年度～平成 3 4 年厦 （湾算期閲除く ） 予定

口事業 区 域 : Ａ＝16 .９ｈａ （幹線遊路 L＝約 ｔ ＯＫｍ　 同ロ駅前広場 Ａ＝約０.８ｈａ）

ロ筝業賢　　 ：約 ２００ 億円

口事業認可　 ：平或 18 年１ ２月に事業計画を決定し、 事業にｌ 手した．

０ 現在の状況 ：今後、 平或２ １年度までの３ ヵ年で減価貢収を実施していく 予定．


